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本論は,鋼構造物の経年劣化対策における補修や補強を目的として,真空樹脂含浸成形法を
応用して炭素繊維強化プラスチックを既存構造部材表面に成形・接着することによる補修・補

強法について,接着接合強度とその評価法,さらにそれを踏まえた補修・補強設計法について
実験・解析を通して論じているものである。

まず,第1章において既存構造物の供用年数や鋼構造物の経年劣化の現状について示され,

それらの維持管理の必要性について示された。次に,第2章では繊維強化プラスチック材料の

概要および成形法について示し,真空樹脂含浸成形法の利点と接着法としての応用について論

じられた。次に,第3章以降では,真空樹脂含浸成形法を応用した炭素繊維強化プラスチック
の成形・接着法に対して,接着接合部の破壊モードや強度の安定化に繋がる手法,成形・接着
工程の改善による力学上の効果を,二面剪断形式の引張剪断試験,曲げ試験ならびに破壊面の

表面分析によって明らかとした。さらに,接着接合強度について,実験結果と有限要素解析結
果,理論式を比較し,その局所主応力によって算定可能であることを示し,既存の接着法との
比較を通して本論で提案する成形・接着法の有用性を示した。これらを踏まえ,鋼構造部材の
耐力・岡叶生を向上させるための設計法について論じ,試設計を示すとともに力学試験によって

前述の接着強度や設計法の有効性について明らかとした。最後に,第7章では,強度安定性に
繋がる成形・接着法,接着強度と力学特性の分析結果,また補強設計とその実験実証に関する

結果をまとめ,本論の結論としている。

文内容 の 要

既存構造物の経年劣化に伴ケ陛能低下や,要求される構造性能の見直しなどで補修や補強を

必要とされる構造物は国内外に数多く存在する。こうした中,軽量・高強度な繊維強化プラス
チックを既存構造物に接着接合することで補修・補強を行う研究が進められている。しかしな
がら繊維強化プラスチックの成形法にも着目し,その利点を生かし,改善することを通した補

修・補強法の提案や,実験・解析の両面から接着接合部の力学特性解明を行った研究は少ない。
本論では,真空樹脂含浸成形法を応用した炭素繊維強化プラスチックの鋼材表面への成形・

接着法を行う新たな手法を提案し,その手法に関して応力分布や破壊メカニズムを明らかにす

ることを通して,成形接着法と設副Υ去の確立を行っており,主要な研究成果として以下の3点

に要約できる。

1)真空枝胡旨含浸成形法を応用した炭素繊維強化プラスチックの成形・接着法において,カ
学・界面分析を通して,接着強度の向上と安定陛に繋がる手法を明らかとした。この成果
により,極めて実用的な成形・接着手法が確立されており,実施工への適用が期待される。

2)力学試験を通して,本研究で提案する接着接合部の力学特性分析と主応力による強度評
価手法を明らかとしており,設計上有用で建設分野における接着接合の強度評価に関する

研究成果として学林珀勺価値を有している。

3)成形・接着法および接着強度評価法を踏まえて,本研究で提案する手法による補修・補

強法を適用した設計を行い,力学試験により所望の岡叶生・耐力を得ることを実証するとと

もに,接着接合部での破壊を防止し合成部材tして延性を発揮できる設計についても言及
した。接着接合部での破壊は脆性破壊となることが懸念される場合があるが,本研究成果
はその欠点を補う設計が可能であることを示したものであり,今後の発展・実応用が期待
できる。

以上,本論文は繊維強化プラスチックによる鋼の補修・補強法として,また,繊維強化プラ
スチックと鋼の接着による合成部材を設計する技術として有用な学術的・実用的研究成果を与

えており,博士(工学)の学位論文に相当tるものと判断した。
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